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た。調光領域分割数を 16×12等分割、調光段階数を 33段階とした場合、消費電力は 1つの発光ブ
ロックの輝度分布広がりの幅が発光ブロック幅の 1.4倍である分布に比べ、0.7倍の輝度広がりを
持つ分布では 10%程度、輝度広がりが全くない分布では 20%程度低減した。 
第 4章では、発光プロファイルと画質劣化の関係について述べた。画面を斜めから見た場合に
生じる画質劣化と同様な形状をもつテスト画像に対して、劣化のコントラストと幅を変え視認性
評価実験を行った。画質劣化の気にならない条件を許容限界として定義し、実験結果から許容限
界を求めた。最終的に、許容限界を満たす発光プロファイルの形状は、1 つの発光ブロックの輝
度分布広がりの幅を発光ブロック幅の 0.7 倍以上にすればよいことがわかった。結果の確認のた
め各種画像を用いて画質劣化視認性を調べ、許容限界以上で劣化が気にならないことを確かめた。
第 5章では、本研究の結論を述べた。 
第 6章では、本研究をさらに発展させるための今後の課題について述べた。 
 
